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水　巻　町　発　行

、
へ

う
ん
／
ま
ち
が
い
な
い

や
っ
ぱ
り
こ
の
方
角
だ
よ

楽

し

か

っ

た

オ

リ

エ

ン

テ

ー

リ

ン

グ

三
月
二
十
四
日
、
明
神
が
山
を
中
心

に
古
賀
・
机
周
辺
に
コ
ー
ス
を
設
け
て

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会
が
町
青
年

団
主
催
で
行
な
わ
れ
、
百
余
名
の
少
年

少
女
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
競
技
は
地
図
と
磁
石
を
た
よ
り

缶

に
決
め
ら
れ
た
コ
ー
ス
を
早
く
廻
る
競

技
で
、
こ
の
日
は
六
キ
ロ
程
度
の
コ
ー

ス
。
で
も
な
れ
な
い
せ
い
か
違
う
道
に

迷
い
込
ん
で
地
図
と
磁
石
を
に
ら
め
っ

こ
、
頭
を
ひ
ね
っ
て
い
る
参
加
者
も
あ

ち
こ
ち
に
－
。

緑
と
春
の
陽
光
の
中
、
み
ん
な
楽
し

く
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
に
と
け
込
ん

だ
一
日
で
し
た
。

町の人口

（49年3月末現在）

［人　口　23，961

男11，657

女12，303

1世帯数　7，026
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49年度一般会計

雪盲ニー　一瑳髭デ、蕊ギ

昭
和
四
十
九
年
度

水
巻
町
一
般
会
計
予

算
は
三
カ
月
間
の
暫

定
予
算
を
組
み
、
年

度
予
算
は
六
月
定
例

議
会
に
提
案
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
は
最
近
の
物

価
上
昇
や
石
油
問
題

等
の
経
済
情
勢
に
よ

り
、
国
の
予
算
、
地

方
財
政
計
画
が
総
需

用
を
抑
え
る
た
め
、

公
共
投
資
を
は
じ
め

と
す
る
歳
出
を
極
力

圧
縮
す
る
措
置
が
講

じ
ら
れ
て
い
ま
す

防
衛
施
設
周
辺
整
備
対
策
、
鉱
害
復

旧
、
失
業
対
策
事
業
等
公
共
投
資
の
大

幅
な
延
び
が
必
然
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
福
祉
関
係
の
充
実
を
は
か
る

た
め
に
も
当
然
需
要
費
の
増
大
が
予
定

さ
れ
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
予
算
に
組
み

込
み
、
四
十
九
年
度
の
事
業
実
施
を
行

う
に
は
今
後
国
の
予
算
者
議
の
推
移
を

考
慮
し
な
が
ら
年
度
予
算
を
編
成
せ
ざ

る
を
得
な
い
た
め
で
す
。

今
回
の
暫
定
予
算
は
人
件
費
、
失
業

対
策
事
業
費
、
一
部
事
務
組
合
負
担
金

を
中
心
に
総
額
六
億
四
千
八
百
一
万
五

千
円
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
主

な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
水
道
、
国
保
、
農
業
共
済
な

ど
の
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
別
記
の
と

お
り
年
度
予
算
を
組
ん
で
お
り
ま
す
。

暫
定
予
算
の
中
で
お
も
な
事
業
費

一
般
失
対
事
業
費
　
　
　
七
八
二
万
円

産
炭
地
域
開
発
就
労
事
業
費

一
、
九
六
二
万
円

特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
費

が
、
水
巻
町
の
場
合
道
路
橋
梁
の
整
備
、

日
炭
跡
地
の
整
備
を
含
む
住
宅
対
策
、

二
、

交
通
安
全
対
策
事
業
費

道
路
橋
梁
事
業
費
　
五
、

河
川
事
業
費
　
　
一
、

改
良
住
宅
建
設
事
業
費
一
五
、

五
二
三
万
円

二
五
七
万
円

三
八
三
万
円

五
九
三
万
円

六
九
九
万
円

一
般
河
川
復
旧
費

地
盤
等
復
旧
費

人
件
費

事
務
組
合
負
担
金

清
光
園

火
葬
場

ご
み
処
理
場

し
尿
処
理
場

消
防
そ
の
他

∴
、
四
、
五
、
四
、
七
〇
一
万
円

〇
五
三
万
円

七
一
五
万
円

五
四
七
万
円

九
〇
万
円

三
二
〇
万
円

五
〇
〇
万
円

〇
〇
〇
万
円

三
五
二
万
円

二
八
五
万
円

再
建
計
画
へ
ふ
み
出
す

料
金
値
さ
け
も
検
討
中

町
水
道
事
業
会
計
は
昨
年
四
月
の
料

金
改
正
で
財
政
再
建
に
ふ
み
出
し
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
後
近
隣
市
町
と
比

較
し
て
料
金
が
高
い
と
い
う
声
か
あ

り
、
本
町
が
浄
水
を
他
市
か
ら
受
水
し

て
い
る
特
殊
事
情
の
た
め
コ
ス
ト
高
と

は
い
え
、
水
巻
町
全
般
の
財
政
事
情
の

中
で
料
金
を
極
力
引
き
さ
げ
る
検
討
を

し
て
お
り
ま
す
。
現
在
そ
の
結
論
が
ま

だ
で
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
四
十
九
年

度
予
算
は
現
行
料
金
で
編
成
し
て
い
ま

す
。四
十
九
年
度
の
水
道
会
計
全
体
予
算

は
、
収
入
二
億
六
百
十
三
万
円
、
支
出

二
億
七
十
五
万
円
、
差
引
五
百
三
十
八

万
円
の
残
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
会
計
は
、
昨
年
四
月
の
料

金
改
正
ま
で
の
累
積
赤
字
を
補
て
ん
す

る
た
め
に
銀
行
か
ら
借
入
れ
た
九
千
万

円
を
、
四
十
九
年
度
か
ら
毎
年
度
千
五

百
万
円
づ
つ
六
年
間
で
返
済
す
る
計
画

と
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
差
引
残
五
百
三
十
八
万
円

と
、
支
出
の
う
ち
減
価
償
却
費
、
資
産

減
耗
費
千
万
円
（
こ
の
経
費
は
本
来
は

別
途
積
立
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の

で
す
が
、
九
千
万
円
の
借
入
金
を
完
納

す
る
ま
で
流
用
す
る
予
定
）
で
千
五
百

万
円
を
返
済
し
ま
す
の
で
、
今
年
度
予

算
の
実
質
残
は
三
十
八
万
円
と
な
り
ま

す
。

49年度一般会計歳入歳出暫定予算
歳　 出　　　　　　　　　　　　 （単位千円）

区　　　　　　　 分 金　　　　 額

1 議　　　　 会　　　　 費 16，7 23

2 総　　　　 務　　　　 ‾費 100，247

3 民　　　　 生　　　　 費 55，55 2

4 衛 1　　 生　　　　 費 38，528

＿軋　 働．　　 費 34，697

6 農　 林　 水　 産　 業　 一費 6，533

7 商　　　　 工　　　　 費 2，378

8 土　　　　 木　　　　 費 247，451

9 消　　　　 防　　　　 費 16，068

10教　　　　 育　　　　 費 53，441

11災　 害　 復　 旧　 費 70，896

12公・　　 債‾　　　 費 4，50 0

13諸　　 支　　 出　　 金 1

14予　　　 備　　　 費 ｉ　　 ｌ，㈱0

歳　 出　 合　 計 ｉ　 6吼 0 15

歳　 入　　　　　　　　　　　 （単位千円）

区　　　 分 ！金　　 額

1 町　　　　　　　　　 税 58，03 1

2 自 動 車 重 量 譲 与 税 1

3 自 動車 取 得 税 交 付 金 1

4 地　 方　 交　 付　 税 358，137

5 交通安全対策特別交付金 2，000

6 分 担 金 及 び 負 担 金 29，884

7 使 用 料 及 び 手 数 料 8，262

8 国　 庫　 支　 出　 金 152，265

9 県　　 支　　 出　　 金 15，318

10財　　 産　　 収　　 入 52

11寄　　　　 付　　　　 金 1

12繰　　　　 入　　　　 金 1

13繰　　　　 越　　　　 金 1

14諸　　　　 収　　　　 入 24，061

歳　 入　 合　 計 ｉ　 648，015

摘
醐
年
間
二
百
三
十
万
ト
ン

今
年
度
の
給
水
計
画
は
七
千
百
件
、

一
日
平
均
六
千
三
百
八
十
四
ト
ン
、
年

間
二
百
三
十
三
万
ト
ン
で
、
原
水
購
入

費
は
八
千
二
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
原
水
は
、
現
在
北
九
州
市
か
ら
一

ト
ン
三
十
三
円
、
中
間
市
か
ら
一
ト
ン

四
十
二
円
で
購
入
し
て
い
ま
す
。

収
入
の
う
ち
料
金
収
入
は
二
百
三
十

三
万
ト
ン
の
八
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
有

収
率
で
、
一
億
四
千
三
百
万
円
を
見
込

「
・

ん
で
い
ま
す
。
一
般
会
計
か
ら
は
水
道

会
計
補
助
の
た
め
二
千
万
円
を
繰
入
れ

て
お
り
、
そ
の
他
の
収
入
で
は
鉱
害
復

旧
工
事
他
の
国
庫
補
助
金
千
六
百
万

円
、
国
か
ら
の
借
入
金
千
七
百
万
円
そ

の
他
で
、
計
二
億
六
百
十
三
万
円
と
な

り
ま
す
。

Ｊ
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ー
支
出
　
－

原
水
費
に

八
千
二
百
万
円

支
出
予
算
は
①
八
千
二
百
万
円
の
原

水
購
入
費
が
主
で
㊥
修
繕
料
他
給
水
管

理
費
千
六
百
万
円
㊥
検
針
、
集
金
等
総

務
費
二
千
百
万
円
④
昭
和
三
十
七
年
町

の
水
道
事
業
を
始
め
た
と
き
か
ら
、
四

十
八
年
ま
で
の
新
設
改
良
資
金
と
し
て

国
か
ら
借
入
れ
た
一
億
八
千
二
百
万
円

の
利
子
千
二
百
万
円
⑤
赤
字
補
て
ん
の

一
時
借
入
金
九
千
万
円
の
利
子
七
百
万

円
⑥
減
価
償
却
費
そ
の
他
で
、
合
計
二

億
七
十
五
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
内
訳
の
予
算
で
各
家
庭

に
届
け
ら
れ
る
給
水
原
価
は
一
ト
ン
当

「

り
七
十
六
円
と
な
り
ま
す
。
頚
在
の
基

本
料
金
は
十
ト
ン
当
り
五
百
円
、
超
過

料
金
九
十
五
円
と
、
一
般
会
計
か
ら
の

補
助
金
等
で
ト
ン
当
り
七
十
六
円
を
確

保
し
て
い
ま
す
が
、
平
均
七
十
六
円
の

料
金
を
き
る
こ
と
に
な
れ
ば
必
然
的
に

赤
字
が
で
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
料
金
の
値
さ
げ
を
検
討
し
て
い

ま
す
が
、
一
般
会
計
か
ら
の
補
助
金
二

千
万
円
は
給
水
原
価
一
ト
ン
当
り
十
円

の
補
助
金
に
な
っ
て
お
り
、
超
過
料
金

を
一
円
引
き
さ
け
る
と
、
現
在
の
給
水

計
画
で
は
年
間
約
百
万
円
の
収
入
減
と

な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
の
中
で
、
極
力
料

金
を
引
き
さ
げ
ろ
よ
う
に
努
力
し
て
い

ま
す
の
で
、
苦
し
い
水
道
事
業
会
計
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
後
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

水道事業会計予算
収益的収入及び支出

収　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位千円）

予

資本的収入及び支出

収　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位千円）

区　　　　　　　　 分　 ＿＿－ ⊥ 予　 定　 額

資　 本　 的 収 入 33 ，471

」 軍　 産　 補　 助　 ＿金＿ 16 ，671

企　　　 業　　　 債 16 ，800

膠
農
業
共
済
事
業
舗

農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
予
算
は

「
農
作
物
共
済
勘
定
」
　
「
家
畜
共
済
勘

定
」
　
「
業
務
勘
定
」
に
分
け
て
編
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

農
作
物
共
済
勘
定

引
受
面
積
を
百
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
見

込
み
、
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
り
の
共
済
金
街

を
法
で
定
め
ら
れ
た
最
底
の
八
十
円
と

し
、
基
準
単
収
は
四
百
六
十
七
キ
ロ
グ

ラ
ム
で
編
成
し
て
お
り
ま
す
。

家
畜
共
済
勘
定

一
頭
当
り
の
共
済
金
額
を
六
万
円
、

引
受
を
五
頭
分
見
込
ん
で
い
ま
す
。

業
務
勘
定

県
補
助
金
百
十
五
万
円
、
一
般
会
計

か
ら
二
百
四
十
万
円
を
繰
入
れ
編
成
し

て
い
ま
す
。

農業共済事業歳入歳出予算
歳　出　　　　　　　　　　　（揖位千日1
区　　　　　　　　　　　 分 食　 恨

農 作物 共済 勘 定 1 ．3 56
共　　　 済　　　 金 1 ．0 67

無　 事　 ヌ　 し　 金 1 01
予　　　 備　　　　 費 18 8

家 畜 共 済 軌 窟 14 5
保　　　 険　　　 料 5
共　　　 済　　　 金 14 0

業　 楷　 勘　 定 3 ，8 96
総　　　 務　　　　 費 3 ．6 51
業　　　 務　　　 費 1 64
連　 合 会 支　 出　 金 2 7
予　　　 蘭　　　　 費 5 4

． 歳　　　 出 合　　　 計 5 ．39 7

区　　　　 共　　　　 分 金　 鰊

農 作 物 共 演 勘 定 1 、3 5 6

其 清 掛 金 及 び 交 付 金 4 4 8

保　　　　 険　　　　 金 6 1 9

連 合 会 無 傘 族 し 会 4 0

繰　　　 越　　　 金 2 4 9

家 畜 共 済 勘 定 1 4 5

共　　 済　　 機 ・ ・金 5

1呆　　 ・換　　　 金 1 4 0

親　 務　 勘　 定 3 、8 9 6

真 跡　 功 定 職 課 金 1

使 用 ｊけ 及 び 手 敷 料 1

県　　 支　　 出　　 金 1 ．1 5 Ｕ

財　　 産　　 収　　 入 1 3 0

搬　　　 入　 ． 金 2 ．4 0 0

諸　　　 収　　　 入 ・1 4

繰　　　　 越　　　　 金 2 0 0

慮　　 入　　 合　　 計　　 ｌ・1 5 ，3 9 7
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増
大
す
る
医
療
費

税
負
担
の
軽
減
に
努
力

国
保
会
計
に
お
け
る
被
保
険
者
数
は

日
炭
閉
山
後
急
増
し
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
再
就
職
な
ど
で
減
少
し
て
き
て

い
ま
す
。

診
療
費
は
二
月
の
十
七
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
の
医
療
費
の
値
上
げ
、
老
人
医
療

と
乳
幼
児
医
療
（
十
月
実
施
予
定
）
の

無
料
化
、
高
額
医
療
の
国
保
会
計
負
担

（
五
十
年
一
月
か
ら
予
定
）
　
な
ど
に

ょ
る
増
大
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
一
人

当
り
の
診
療
費
を
四
万
百
六
十
五
円
と

し
、
税
負
担
は
本
来
の
保
険
者
負
担
額

か
ら
老
人
医
療
な
ど
の
は
ね
返
り
分
と

し
て
一
一
千
万
円
を
差
引
き
、
こ
の
残
り

の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
基
礎
に
し
て
い

ま
す
。給
付
面
で
の
改
善
は
、
助
産
費
を
二

万
円
に
葬
祭
費
を
五
千
円
に
増
額
し
て

い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
は
皆
さ
ん
が
必
要
と

し
た
医
療
費
の
七
割
を
国
保
会
計
が
負

担
し
、
こ
の
費
用
を
国
の
補
助
金
と
被

保
険
者
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険
税
で

ま
か
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
割
合
は
四
十
九
年
度
予
算
で
は
別
表

の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が

毎
年
受
診
率
も
あ
が
り
、
診
療
費
も
値

上
げ
さ
れ
る
な
ど
保
険
財
政
は
た
い
へ

ん
苦
し
い
運
営
を
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
町
で
は
四
十
九
年
度
の
保
険
税

を
で
き
る
だ
け
安
く
す
る
た
め
さ
ら
に

検
討
を
し
て
い
ま
す
が
、
被
保
険
者
の

皆
さ
ん
も
過
剰
診
療
を
さ
け
、
定
期

的
に
健
康
診
断
を
う
け
病
気
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
に
つ
と
め
、
健
全
な
国

保
事
業
の
運
営
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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4
9
年
度
国
民
健

康
保
険
の
台
所

45　　　　　　　　46　　　　　　　47　　　　　　　　48　　　　　　　　49　　年度

49年度国民健康保険歳入歳出予算．

歳　出　　　　　（単位千円）

費

もできます。
◆契約口数

1人1日に限ります。
◆共済期間
申し込みをした日の翌日午前0時か

ら1年間有効。

※加入申し込みは役場住民相談室のはか
婦人会支部でも受付けるところがありま
す。くわしくは住民相談室（601－4321）

へ0

掛金は1日1円

交通災害共済に加入を

掛金はすべて一時払込み。
1人1日360円で、同一の世帯に属

する親族の人が2人以上加入するとき
は2人目からは300円。また同一の会

社、事業所等で5人以上まとめて加入

交通事故は、みんなの願いとは反対
に、ますますふえています。

町は近隣市町と共同で「交通災害共済
事業」を行なっています。
不幸にして交通事故にあわれたときに

備えて、1日1円の交通災害共済制度に

ぜひ加入されるようおすすめします。
◆加入できる人

水巻町ほか近隣市町に住んでいる人

◆共済掛金額
－　　‾　　一、、ノミ、．・ヽ1．一・一　　一　′、，－．一　一、．　1　－　′　一　一．ｌ　　　　　　＿＿・・＿イ
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下
　
二
　
小
8
8
年
　
の
　
歴
史
を
と
　
じ
　
る

町
は
、
町
南
部
地
区
に
二
小
学
校
と

一
中
学
校
を
適
正
に
配
置
し
、
教
育
環

境
を
整
備
す
る
基
本
計
画
を
す
す
め
て

い
ま
し
た
が
、
本
年
四
月
一
日
か
ら
伊

佐
座
小
学
校
と
吉
田
小
学
校
を
発
足
さ

せ
ま
し
た
。

こ
れ
に
と
も
な
い
下
二
小
学
校
は
明

治
十
八
年
以
来
の
八
十
八
年
の
歴
史
を

と
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の

歴
史
と
精
神
は
新
ら
し
い
二
つ
の
小
学

校
に
引
き
つ
が
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

伊
佐
座
小
学
校
は
現
在
伊
佐
座
に
八
教

室
と
給
食
室
が
建
っ
て
お
り
、
四
月
か

ら
一
、
二
、
三
年
の
児
童
二
百
九
人
が

新
ら
し
い
校
舎
で
勉
強
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
プ
ー
ル
も
現
在
建
設
さ
れ
て

お
り
、
シ
ー
ズ
ン
ま
で
に
は
完
成
の
予

定
で
、
四
十
九
年
度
に
は
引
き
続
き
十

七
教
室
を
建
設
、
運
動
場
も
整
備
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
は
変
則
的

で
す
が
、
残
り
の
児
童
は
旧
下
二
小
学

校
の
校
舎
で
勉
強
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
関
係
者
の
方
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

88年の歴史をとじた下二小学校

ま
た
吉
田
小
学
校
は
、
現
在
吉
田
宮

尾
に
校
地
を
整
備
中
で
、
五
十
年
度
か

ら
校
舎
建
設
に
入
る
予
定
と
な
っ
て
お

り
、
校
舎
完
成
ま
で
は
旧
下
二
小
学
校

を
吉
田
小
学
校
と
し
て
使
用
い
た
し
ま

す
。新
ら
し
く
発
足
し
た
伊
佐
座
小
学
校

と
苫
田
小
学
校
の
初
代
校
長
、
教
頭
に

は
次
の
先
生
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

伊
佐
座
小
学
校

校
長
　
内
田
英
昭
（
下
二
小
）

教
頭
　
下
田
寅
雄
（
水
巻
南
中
）

伊
佐
座
小
学
校

校
長
　
実
害
光
雄
（
山
田
小
）

教
頭
　
岡
　
　
厳
（
下
二
小
）

1

1

ｉ

－

1

－

－

－

－

下
二
小
学
校
さ
よ
う
な
ら

ぼ
く
は
　
ま
だ
下
二
校
に
　
二
年
し

か
い
っ
て
な
い
か
ら
　
わ
か
ら
な
い

け
ど
下
二
校
は
　
八
十
八
年
も
つ
づ
い
た

そ
う
だ

八
十
八
年
間
　
こ
の
こ
う
Ｌ
や
は
が

ん
ば
っ
た
。

か
わ
い
そ
う
だ
が

も
う
　
下
二
校
と
は
　
よ
ば
れ
な
い

さ
よ
う
な
ら
下
二
校
。

伊
佐
座
小
学
校
三
年

喜
田
雅
孝
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：

．

．

…

」

「

．

…

みごとな作品

水中特殊学級の陶器製作

水
巻
中
学
校
で
は
．
、
昨
年
度
特
殊

学
級
の
作
業
学
習
の
中
に
窯
業
を
と

り
あ
げ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
生
徒
た

ち
が
、
粘
土
か
ら
新
し
い
も
の
を
作

る
と
い
う
こ
と
で
心
理
面
か
ら
も
、

よ
り
大
き
な
教
育
効
果
を
も
た
ら
す

こ
と
が
考
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
水
中

の
美
術
科
に
は
大
き
な
陶
芸
教
室
と

県
下
の
他
中
学
校
の
持
た
な
い
大
き

な
プ
ロ
パ
ン
の
窯
が
あ
り
、
楽
焼
で

は
な
く
本
物
の
陶
器
の
で
き
る
こ
と

が
大
き
な
理
由
で
し
た
。

こ
の
作
業
学
習
に
は
は
じ
め
、
ひ

も
造
り
で
形
を
作
っ
て
い
た
と
き
あ

ま
り
良
い
形
に
な
ら
な
い
の
で
、
石

膏
で
型
を
作
り
、
そ
れ
に
粘
土
を
入

れ
て
い
く
型
造
久
に
し
ま
し
た
。
こ

の
方
法
を
用
い
る
と
、
生
徒
た
ち
も

美
し
い
形
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
た
だ
一
つ
、
型
の
つ
ぎ
目
が
う

ま
く
で
き
な
い
場
合
、
焼
い
た
と
き

に
そ
こ
か
ら
割
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
で
も
な
ん
と
か
工
夫

を
し
て
、
一
人
四
、
五
点
の
作
品
が

で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
こ
の
作
品
を

中
学
校
の
文
化
祭
に
出
品
し
、
陶
芸

部
員
の
作
品
や
、
一
般
生
徒
の
作
品

と
比
較
し
ま
し
た
が
、
誰
の
目
か
ら

見
て
も
見
劣
り
の
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
は
も
っ
と
良
い
作
品
を
た
く

さ
ん
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

水
巻
中
学
校
教
諭

小
笠
原
勝
己

【
写
真
は
、
自
分
た
ち
の
作
品
を
批
㌃

評
し
合
う
特
殊
学
級
の
生
徒
た
ち
】
　
盟

－
1
日
・
・
ご
・
・
瑞
か
・
・
Ｐ
Ｊ
・
・
Ｈ
か
Ｐ
ｌ
・
Ｊ
・
＝
！
－
Ｐ
で
1

7
叫
血
車
中
可
ぜ
叫
札
｝
ヾ
＄
Ｖ
Ｐ
¶
ｈ
Ｊ
中
ざ
Ｐ
Ｐ
ｑ
Ｊ
ｈ
ｌ
㌻
Ｐ
Ｐ
Ｊ
Ｌ
Ｙ
ｈ
Ｐ
Ｐ
い
Ｐ
ｒ
“
Ｊ
ｈ
Ｊ
が
い
い
Ｐ
ｕ
Ｊ
ｈ
ｌ

・
い
い
ざ
6
5
Ｌ
か
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［
紺
幽
閉
途
地
域
璃
畠
萄

四
月
一
日
付
で
告
示

建
物
を
建
て
る
と
き
は
都
市
計
画
係
へ

す
で
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た

が
、
町
は
、
都
市
計
画
用
途
地
域
、
準

防
火
地
域
及
び
建
築
基
準
法
第
二
十
二

条
地
域
に
つ
い
て
の
決
定
を
昭
和
四
十

九
年
四
月
一
日
に
告
示
し
、
施
行
し
ま

し
た
。告
示
後
は
地
域
に
定
め
ら
れ
た
用
途

の
建
築
物
し
か
建
て
ら
れ
な
く
な
り
、

今
ま
で
建
築
物
を
建
築
す
る
と
き
土
木

事
務
所
に
提
出
し
て
い
た
「
建
築
確
認

申
請
書
」
を
町
建
設
課
都
市
計
画
係
に

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。今
後
建
物
を
澤
て
る
と
き
、
用
途
地

域
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
役
場
都

市
計
画
係
へ
。

宅
地
造
成
工
事

規
制
区
域
案
も

町
で
は
、
現
在
「
宅
地
造
成
工
事
規

制
区
域
（
案
）
」
を
建
設
課
で
作
成
中

で
す
。こ
の
宅
地
造
成
工
事
規
制
区
域
の
指

定
と
は
、
宅
地
造
成
に
と
も
な
い
が
け

く
ず
れ
や
、
土
砂
の
流
出
が
生
ず
る
お

そ
れ
の
あ
る
市
街
地
ま
た
は
、
市
街
地

に
な
ろ
う
と
す
る
土
地
の
区
域
内
で
、

宅
地
造
成
工
事
な
ど
に
対
し
て
、
災
害

の
防
止
の
た
め
必
要
な
規
制
を
行
な

い
、
住
民
の
生
命
や
財
産
を
保
護
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
規
制
区
域
指
定
を
行
な
い
ま
す

と
、
宅
地
造
成
工
事
を
施
工
す
る
場
合

に
は
県
知
事
の
許
可
が
必
要
に
な
り
ま

す
。ま
た
、
指
定
区
域
案
が
完
成
す
る

と
、
関
係
者
に
説
明
会
や
意
見
聴
取
を

行
な
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

瑠
欄
社
会
人
野
球
大
会
を
廃
止

か
わ
り
に
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

町
教
育
委
員
会
で
は
昭
和
四
十
一
年

以
来
八
回
ま
で
続
け
た
「
社
会
人
野
球

大
会
」
を
今
年
か
ら
廃
止
し
、
か
わ
り

に
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
を
行
な
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
高
松
球
場
が
日
炭
跡
地
開

発
計
画
や
球
場
管
理
者
の
確
保
難
な
ど

の
事
情
で
、
町
体
育
協
会
が
う
け
て
い

た
球
場
管
理
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
た
め
で
す
。

現
在
町
内
で
軟
式
野
球
が
で
き
る
の

は
高
松
球
場
だ
け
で
、
学
校
施
設
の
運

動
場
で
は
野
球
が
で
き
る
広
さ
が
な

く
、
体
育
振
興
審
議
会
で
こ
れ
ら
の
こ

と
を
審
議
し
た
結
果
、
や
む
な
く
今
回

の
廃
止
の
措
置
を
と
っ
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
体
育
振
興
審
議
会
で
は
今

後
の
社
会
体
育
を
よ
り
い
っ
そ
う
推
進

す
る
た
め
、
社
会
人
野
球
大
会
に
か
わ

る
事
業
と
し
て
、
大
衆
参
加
を
目
的
と

し
た
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
を
計
画

す
る
よ
う
教
育
委
員
会
に
申
し
入
れ
を

行
な
い
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
で
は
こ

れ
を
う
け
、
実
施
期
日
を
四
月
二
十
一

日
に
決
定
、
現
在
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
」
の
企
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
大
会
の
要
項
が
で
き
ま
し
た
ら

地
区
公
民
館
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
事
業
実
施
の
ご
協
力
と
と
も

に
多
数
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

国
民
年
金

検
認
方
法
の
変
更

国
民
年
金
保
険
料
の
徴
収
は
、
今
ま

で
手
帳
に
印
紙
を
貼
っ
て
検
認
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
四
月
一
日
か
ら
は
納
付

書
（
ま
た
は
現
金
領
収
書
）
に
よ
っ
て

納
め
、
そ
の
領
収
書
を
国
民
年
金
手
帳

に
貼
る
こ
と
で
検
認
し
た
こ
と
に
な
る

よ
う
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

保
険
料
の
徴
収
は
、
今
ま
で
ど
お
り

徴
収
員
が
毎
月
徴
収
に
行
き
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

心
配
ご
と
相
談

毎

月

「

6

」

の

日

に

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
心
配
ご

と
相
談
を
四
月
か
ら
毎
月
三
回
の
相
談

日
を
さ
だ
め
て
開
設
い
た
し
ま
す
。

日
常
あ
な
た
の
身
の
ま
わ
り
に
、
子

ど
も
の
問
題
、
お
年
寄
り
の
問
題
、
金

銭
の
貸
借
、
借
地
の
問
題
、
離
婚
、
相

続
、
生
活
苦
の
こ
と
、
家
庭
内
の
い
ざ

こ
ざ
、
身
体
障
害
者
の
問
題
、
人
権
、

一
般
の
法
律
問
題
な
ど
、
な
や
ん
で
い

る
万
は
、
ど
の
よ
う
な
問
題
で
も
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
気
軽
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

※
な
お
秘
密
の
も
れ
る
心
配
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◆
相
談
日
時

・
毎
月
6
日
、
1
6
日
、
2
6
日

・
各
日
と
も
1
3
時
～
1
6
時
半

た
だ
し
、
こ
の
日
が
日
曜
、
祝

祭
日
に
な
る
と
き
は
翌
日
に
変
更

し
ま
す
。

◆
相
談
場
所

水
巻
町
町
民
会
館

巡
回
交
通

事
故
相
談

県
は
、
交
通
事
故
に
よ
る
悩
み
や
、

問
題
を
も
た
れ
て
い
る
万
た
ち
の
た
め

に
、
次
の
日
程
で
巡
回
交
通
事
故
相
談

所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◆
開
設
場
所
　
直
方
市
市
民
相
談
室

◆
開
設
日
　
4
月
1
0
日
、
5
月
1
5
日
、

6
月
1
2
日
、
7
月
1
0
日
、
8
月
1
4
日

9
月
1
1
日

◆
開
設
時
間
　
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

◆
相
談
料
　
　
無
料

ー
お
礼
1

香
典
返
し
と
し
て
つ
ぎ
の
万
か
ら
社

会
福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
入
江
　
種
美
殿

故
小
田
　
鶴
寿
殿

故
純
田
　
定
雄
殿

故
谷
同
　
和
助
殿

故
福
城
シ
ツ
ヱ
殿

入
江
バ
ツ
カ
殿

小
田
キ
ミ
子
殿

梶
田
ス
ガ
ノ
殿

谷
岡
　
春
枝
殿

福
城
　
淳
市
殿

こ
ん
に
ノ
ち
わ
赤
ち
ゃ
ん

さ
　
し
　
あ
げ
　
ま
　
す

町
は
、
新
生
児
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
こ

の
四
月
か
ら
出
産
祝
金
と
誕
生
証
書
を
さ
し
あ
げ

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
対
象
者
は
四
十
九
年

四
月
一
日
以
降
の
新
生
児
で
、
出
生
の
目
現
在
父

母
が
水
巻
町
の
住
民
基
本
台
帳
、
ま
た
は
外
国
人

登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
に
限
り
ま
す
。

出
産
祝
金
は
新
生
児
一
人
に
対
し
て
三
千
円

で
、
誕
生
証
書
と
一
緒
に
出
生
届
を
さ
れ
た
と

き
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

．
誕
生
証
書
に
は
、
新
し
い
生
命
の
誕
生
を
祝

い
、
記
念
に
赤
ち
ゃ
ん
の
足
型
な
ど
を
し
る
さ

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

げ
か
ｉ
考
課
勘
掛
賢
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世
の
中
で
は
災
害
で
苦
し
む
人
、

不
幸
な
運
命
に
悩
む
人
な
ど
た
く
さ

ん
の
人
々
が
皆
さ
ん
の
助
け
を
求
め

日赤募金にご協力を
て
お
り
ま
す
。
ま
た
一
方

で
は
こ
の
よ
う
な
人
々
の

た
め
に
、
あ
た
た
か
い
愛

の
手
を
さ
し
の
べ
た
い
と

望
ん
で
い
る
人
々
も
た
く

さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の

二
つ
の
心
を
結
ぶ
の
が
世

界
を
つ
く
る
ヶ
赤
十
字
″

で
す
。
赤
十
字
は
明
る
い

健
康
な
社
会
を
つ
く
る
た

め
に
人
道
的
任
務
の
達
成

や
世
界
の
平
和
と
人
類
の

福
祉
貢
献
の
た
め
の
事
業

悠
：
、
、
．
　
　
：
　
＋
　
∵
　
保
　
健

胃
が
ん
と
婦
人

が
ん
の
検
診

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事

業
に
必
要
な
資
金
は
皆
さ
ま
か
ら
よ

せ
ら
れ
る
募
金
や
、
社
員
加
入
に
よ

っ
て
納
め
て
い
た
だ
く
社
費
に
よ
っ

て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

水
巻
町
で
は
、
前
年
度
は
目
標
三

十
二
万
円
に
対
し
四
十
万
三
千
円
の

実
績
が
で
て
い
ま
す
。
こ
と
し
も
こ

の
十
日
か
ら
各
区
長
を
通
じ
て
一
世

帯
当
り
八
十
円
程
度
の
募
金
を
お
頗

い
し
て
い
ま
す
。
当
町
の
目
標
額
は

四
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

趣
旨
に
ご
参
同
い
た
だ
き
よ
ろ
し
く

ご
協
力
を
お
顧
い
し
ま
す
。

°

　

°

最
近
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
が
増
加
し

て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
病
気
で
も

早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
、
完
治
す
る

も
っ
と
も
よ
い
方
法
と
さ
れ
て
い
ま

°

　

°

す
。
な
か
で
も
が
ん
は
、
こ
れ
以
外
に

今
の
と
こ
ろ
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
健

康
な
人
も
定
期
的
に
検
診
を
受
け
、
自

分
の
健
康
を
確
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

胃
が
ん
や
婦
人
が
ん
は
検
診
に
よ
っ
て

早
期
に
発
見
さ
れ
や
す
く
、
早
期
が
ん

で
あ
れ
ば
ど
ち
ら
も
早
期
治
療
に
よ
っ

て
ほ
と
ん
ど
治
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

料
の
国
民
健
康
保
険
で
は
み
な
さ
ん
に

気
軽
に
検
診
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
次

の
日
程
で
胃
が
ん
と
婦
人
が
ん
の
検
診

を
行
な
い
ま
す
。

一
、
胃
が
ん
検
診

受
付
　
5
月
1
日
～
1
9
日
　
役
場
国

保
年
金
係

検
診
日
時
　
5
月
2
1
日
～
2
2
日
（
1
0

時
～
1
1
時
3
0
分
）

検
診
場
所
　
町
民
会
館
前
（
が
ん
検

診
車
内
）

料
金
　
個
人
負
担
三
百
円
、
国
保
補

助
九
百
円

該
当
者
　
国
保
被
保
険
者

二
、
婦
人
が
ん
検
診

受
付
期
間
　
7
月
1
日
～
怨
臼
　
役

場
国
保
年
金
係

検
診
日
時
　
7
月
3
1
日
1
0
時
～
1
1
時

検
診
場
所
　
町
民
会
館
前
（
が
ん
検

診
車
内
）

料
金
　
個
人
負
担
三
百
円
、
国
保
補

助
九
百
円

該
当
者
　
国
保
被
保
険
者

※
受
付
け
は
被
保
険
者
証
を
持
参
し
て

申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

◆
行
事1
3
時
～
1
3
時
4
0
分
　
受
付
、
検
診

手
帳
交
付
、
血
圧
体
重
測
定
、
塩
分

味
覚
テ
ス
ト

1
3
時
4
0
分
～
1
4
時
「
高
血
圧
症
と

塩
分
に
つ
い
て
」
味
覚
テ
ス
ト
説
明

（
吉
田
栄
養
士
）

1
4
時
～
1
6
時
　
講
話
（
遠
賀
保
健

所
長
）

く

Ｕ
く
一
～
ｒ
Ｉ
≡
ｌ
ｔ
ｒ
ｔ
く
一
く

仙

育
児
と
家
族

計
画
相
談
室

一
、
日
時
　
4
月
1
9
日
（
金
）
午
前
1
0

時
～
1
2
時

二
、
場
所
　
吉
田
団
地
公
民
館

三
、
行
事

・
身
長
、
体
重
測
定

・
育
児
相
談
指
導

・
家
族
計
画
相
談
指
導
（
避
妊
器
具

薬
品
も
若
干
準
備
し
て
い
ま
す
）

ぐ
わ
し
ぐ
は
役
場
厚
生
課
に
お
た
づ

ね
く
だ
さ
い
。

㊥
高
血
圧
教
室
㊥

◆

日

時

　

4

月

1

7

日

　

1

3

時

～

1

6

時

“仙医宅在曜日〝同値

4月14日　　永松医院　耳鼻科　頃末　691－0386

21日　　森田医院　内児科　樋口　691－0616

28日　　村田医院　内児科　頃末　691－0745

5月5日　有留医院　内児科吉田691－1394　き

診療時間は9時～17時。原則として往診はしません。き
・宇
｝（′ヽ′．ＩＩｌｎ．1ゾヽ′．ｌＨＩｌ′ヽ～・ＪＭｌ′ヽへ′ＭＨ一ヽ′ヽ′ｕｌＨ一′Ｗｕｌｌ．′ゾヽ′ｌｌｌＨ，′〉ヽ′・一川′、【′ＨＩＩｈ′、′、ｒｌｌ”ｔ・～ｌ

新　ら　し　い　し　尿

み　と　り　希望者は

役場窓口へ

町内に転入されたり、町内で異動（転居）

をされた万は、新しくし尿くみ取りの申し込

みをしていただいています。役場窓口（住民

係）でぜひ手拭きをされるようお願いしま

す。

固

定

資

産

税

縦
覧
期
日
と
納
期
の
変
更

昭
和
四
十
九
年
三
月
の
国
会
で
、
四
　
さ
れ
、
土
地
に
か
か
る
固
定
資
産
税
に

十
九
年
度
の
地
方
税
法
改
正
案
が
可
決
　
つ
い
て
の
小
規
模
住
宅
用
地
（
二
百
平

方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
住
宅
用
地
を
さ

す
）
の
税
負
担
の
軽
減
措
置
と
、
個
人

が
所
有
す
る
非
住
宅
用
地
の
税
負
担
の

緩
和
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
た
め
次
の
と
お
り
縦
覧
期

間
と
納
期
を
変
更
い
た
し
ま
し
た
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
、
縦
覧
期
間

4
月
1
1
Ｒ
Ｔ
（
4
月
3
0
日
、
毎
日
9
時

～
1
7
時
た
だ
し
日
曜
、
祝
祭
日
は
い

た
し
ま
せ
ん
。

二
、
納
期

一

期

5

月

1

日

～

5

月

3

1

日

二
、
三
、
四
期
は
従
来
通
り
で
す
。
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塵
芥
処
理
施
設
組
合

一
、
募
集
内
容

1
職
　
種
　
労
務
職

2
探
用
人
員
　
3
名

3
受
験
資
格

昭
和
1
4
年
4
月
1
日
か
ら
3
1
年
3

月
3
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
で
、

中
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
者

二
、
試
験
内
容

1
第
一
次
試
験

日
時
　
4
月
2
3
日
午
前
9
時
3
0
分

か
ら

場
所
　
芦
屋
町
力
民
会
館
三
階
会

議
室

種
類
　
教
養
試
験
、
作
文
、
口
述

試
験

2
夢
一
次
試
験
（
身
体
検
査
）

日
時
　
4
月
2
6
日

場
所
　
水
巻
町
遠
賀
保
健
所

三
、
応
募
手
続
き

1
受
付
期
日
　
4
9
年
1
月
2
0
日
正
午

ま
で

2
受
付
場
所
　
芦
屋
町
ほ
か
三
ケ
町

環
境
衛
生
施
設
組
合

事
務
局
（
郵
送
で
の

受
付
け
は
い
た
し
ま

せ
ん
）

3
提
出
書
類

の
職
員
受
験
申
込
書
一
部
（
各
町

役
場
衛
生
係
に
あ
り
ま
す
）

回
履
歴
書
一
部
（
横
書
市
販
の
も

の
で
自
筆
の
こ
と
）

の
写
真
（
ラ
イ
カ
版
、
単
身
胴
か

ら
上
）
二
校

⇔
住
民
票
謄
本
一
部

四
、
合
格
者
発
表

4
月
2
7
日
正
午
（
各
町
役
場
前
掲

示
）

五
、
給
与
等
身
分
は
地
方
公
務
員
、
組

合
の
給
与
条
例
に
よ
る
。

※
　
お
問
い
合
わ
せ
は
組
合
（
電
0
9

3

～

2

3

～

1

4

2

7

）

へ

。

伝
染
病
院
組
合

一
、
募
集
内
容

1
職
種
　
看
護
婦

2
採
用
人
員
　
1
名

3
受
験
資
格
年
齢
　
昭
和
9
年
4
月

2
日
か
ら
2
9
年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
女

子
で
看
護
婦
免
許
の
あ

る
者

二
、
試
験
内
容

1
第
一
次
試
験
（
口
述
試
験
）

日
時
　
4
月
2
3
日
午
前
9
時
3
0
分

場
所
　
岡
垣
町
役
場
会
議
室

2
琴
一
次
試
験
（
身
体
検
査
）

日
時
　
4
月
2
6
日

場
所
　
遠
賀
保
健
所

三
、
応
募
手
続
き

1
受
付
期
日
　
4
9
年
4
月
2
0
日
正
午

ま
で

2
受
付
場
所
　
岡
垣
町
ほ
か
三
ケ
町

伝
染
病
院
組
合
事
務

局
（
岡
垣
町
役
場
住

民
課
内
）
、
な
お
、

郵
送
で
の
受
付
け
は

し
ま
せ
ん
。

3
捏
出
書
類

的
職
員
受
験
申
込
書
一
部
（
各
町

役
場
衛
生
係
に
あ
り
ま
す
）

伺
履
歴
書
一
部
（
横
書
・
市
販
の

も
の
、
自
筆
の
こ
と
）

の
写
草
フ
イ
カ
版
（
単
身
胴
か
ら

上
）
二
枚

⇔
住
民
票
謄
本
一
部

四
、
給
与
等
¶
身
分
は
地
方
公
務
員
、

組
合
の
給
与
条
例
に
よ
る
。

※
　
く
わ
し
い
こ
と
は
組
合
（
電
0
9

3

2

8

～

2

～

1

2

1

1

・

内

線

2

4
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

し
尿
処
理
施
設
組
合

一
、
募
集
内
容

1
職
種
　
作
業
員

2
採
用
人
員
　
若
干
名

3
受
験
資
格
　
満
1
8
歳
以
上
4
0
歳
未

満
の
男
子

二
、
試
験
内
容

1
試
験
日
　
4
月
2
3
日
　
午
前
9
時

3
0
分
～
午
後
3
時
3
0
分

2
場
所
　
水
巻
町
役
場

3
種
類
　
教
責
試
験
・
作
文
試
験
・

口
述
試
験

三
、
応
募
手
続
き

1
受
付
期
間
　
4
9
年
4
月
1
5
日
～
4

月

2

0

日

2
受
付
場
所
　
中
闇
市
は
か
遠
賀
郡

四
ケ
町
環
境
衛
生
施

設
組
合
事
務
局

3
提
出
季
類

㈹
申
込
書
一
部
（
各
町
役
場
衛
生

係
に
あ
り
ま
す
）

伺
履
歴
書
一
部
（
市
販
の
も
の
を

使
用
の
こ
と
）

の
戸
籍
謄
本
一
遇

四
、
給
与
等
¶
身
分
は
地
方
公
務
員
組

合
の
給
与
条
例
に
よ
る
。
く
わ
し
い

こ
と
は
組
合
（
電
6
9
1
～
2
1
8

4
）
に
お
た
つ
ね
く
だ
さ
い
。

水道修理の申込みは

水巻町管工事組合へ

「電話691－2752番」

町内の水道修理は、4月から水巻町水道指定工事店でつくった「管工事組合」で行ないま

す。今後各家庭で水道の修理をしなければならないときは直接管工事組合へお電話を一。

編

集

者

か

ら

ご

意

見

を

お

ま

ち

し

て

い

ま

す

町
は
、
町
の
事
業
や
行
事
を
住
民
の

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
方
法
と
し
て

、
今
月
か
ら
毎
月
二
回
、
十
日
と
二
十

五
日
に
「
広
報
み
ず
ま
き
」
を
発
行

し
、
こ
れ
を
直
接
配
付
委
託
人
の
芋
で

各
家
庭
へ
お
届
け
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。
町
の
行
事
は
、
す
べ
て
「
広
報
み
ず

ま
き
」
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で

こ
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
家
庭
で
保
存
し
や
す
い
よ

う
に
、
今
月
か
ら
形
式
を
男
5
版
に
変

更
し
て
編
集
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
現
し
ま
れ

る
広
報
紙
と
す
る
た
め
努
力
し
て
い
き

ま
す
が
、
梶
集
者
が
未
熟
な
た
め
い
ろ

い
ろ
こ
不
満
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
住
民
の
方
の
声
の
ら
ん
を
も
う

け
、
ど
し
ど
し
広
報
紙
上
で
と
り
あ
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

町
政
に
対
す
る
こ
意
見
、
「
広
報
み
ず

ま
き
」
に
対
す
る
注
文
を
住
民
相
談
室

（
…
－
4
3
2
1
）
ま
で
お
寄
せ
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

畜犬登録と
狂犬病予防注射

◇日時と場所◇

午前9：30－11：30

ｒ、午後13：30－15：30
4月15日

Ｅ
　
発
行
人

水
巻
町
長
　
伊
藤
衛
門
　
口
　
編
集

水　　　梅ノ木労務前　午前

巻　　　古賀区労務前　年後

町　　　4月16日

住　　　高松区労務前　午前

民　　　　樋口公民館　　午後

相　　4月17日

談　　　猪熊町住公民館午前

室　　机社宅公民館午後

壷　　4月18日

詰　　　　二町住公民館　午前

下二町住公民館　午後

4月19日

吉田二公民館　午前

吉田三公民館　年後

4月20日

役場玄関前　9時－12時

この日程中にもれた犬は、
1

5月9日の10時～12時、13時－

15時の間に役場玄関前で行ない

ます。

◇料　金◇

550円（登録料300円、注射料

250円）料金はおつりのいらな

いようにお願いします。

㊥生後3カ月以上の犬は、必ず

予防注射を受けさせてくださ

い。

㊥不用犬は4月20日と5月9日

の二日間、保健所で引き取り

ます。

戸

6
0
1
－
4
3
2
1
）

□
　
印
　
刷
　
冷
　
牟
　
田
　
印
　
刷
　
合
　
資
　
会
　
社


